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 みんなとともに笑顔いっぱい － 創立百周年 その先の未来へ みんなとともにスマイルミッション －

 

 

 

  
「ラグビーＷ杯」が終わりました。「にわかファン」の自分ですが、その面白さを堪能しました。 

その試合の中で「規律」という言葉をよく耳にしました。「規律」とは、「反則を取られないように 
“ルール”を守り、チームの“決め事”を意識してプレーすること」です。学校生活も「ラグビーの 
精神」に通ずるものがあります。学校全体が「ワンチーム」になると大きな成果が得られそうです。 
 

 修学旅行「目的地 東京」体験記 
 
 １１月６日（水）から７日（木）の２日間、６年生が「修学旅行」で東京へ行ってきました。目的地を変えた
のは、東京だからこそできる「体験」をさせたいと考えたからです。主な体験を紹介します。 
 
１１月６日（水） 福島駅（新幹線）東京駅（丸の内線）国会議事堂前駅（徒歩） 溜池山王駅（銀座線）新橋駅（ゆりかもめ） 

テレコムセンター駅（ゆりかもめ）豊洲駅（有楽町線）月島駅（有楽町線）豊洲駅（ゆりかもめ）有明駅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月７日（木） 有明駅（ゆりかもめ）新橋駅（山手線）上野駅（新幹線）福島駅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【 修学旅行「目的地 東京」を終えて】 
 
 はじめは、改札で「Suica」を使うことに戸惑っていた子どもたちも、だんだんと旅慣れていく様子を感じた。 
 上に載せた「体験１～４」以外にも、たくさんの「体験」をした。「東京駅の駅舎外観見学」「もんじゃ焼き
体験」「昨年できたばかりのホテルへの宿泊」「朝食バイキング体験」…。その他にも、電車は座れないほど人
が多かったし、移動ではかなり歩いたし…。２日間の生活すべてが「有意義な体験」であったと思う。 
 そして何よりも、子どもたちは時間前には集まっていて、男女は仲良くみんな友達にやさしかった。電車の中
では立っている人に席を譲る姿も見られた。朝食バイキングでは、進んでサラダを食べていた。子どもたちの「成
長」を身近に感じ、とてもうれしく思った。子どもたちの「よいところ」にたくさん触れた修学旅行だった。 

 
 

◇体験１「国会議事堂見学学習」 国会議事堂 
 
 福島県選出衆議院議員の秘書の方が、「国会
小ネタ」満載で案内をしてくださった。普段は
見られないような部屋にも入れていただき、国
会を満喫することができた。政治の場を身近に
感じる機会となった。 
 
 
 
 
 
 

 

 

◇体験２「英語体験学習」 東京グローバルゲートウェイ 
 
 前半は「プログラミング学習」を通した英語
活動、後半は「場面（飛行機内、レストラン内
など」を通した英語活動を行った。グループ毎に
一人のネイティブスピーカーが付き、自然な形
で英語に触れることができた。 
 
 
 
 
 
 

 

 

◇体験３「防災体験学習」  そなエリア  
 
「震災に実際にあったという想定」でタブレットの問
題に答えながら体験が進んだ。そして、震災後７２時間
をいかに自力で生き延びるかを学んだ。その施設には、
実際の災害の際に国の拠点となる「オペレーションル
ーム」があり、２階の窓から大きな部屋を見てみた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇体験４「上野公園班別自主学習」 上野恩賜公園 
 
 国立科学博物館、国立博物館、上野動物園などを班の
計画に従って廻ってきた。途中、学校で作成した「福島
を紹介するパンフレット」を道行く人に手渡しするド
キドキする場面もあった。そして、お楽しみは「お土産」
の購入。上野をたっぷり味わうことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 


